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第
十
三

部
会

「
梅
小

路
」

を
通
じ
て

「

宗
教
」

　

ー
現

場
か

ら
の

考

察

を

伝
え
る
に

は

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

太
田

　
俊
明

　
一

　
梅
小
路
は

御
所
の

南
西

、

京
都
駅
か
ら
は

西
約
二

〜
三
キ
ロ

の

所
に

位

置

す
る
下

京
区

西
部
の

地

域
で

あ
る

。

現
在
は

住
宅
地

や

大
規

模
な
公

園
・

水
族
館
で

知
ら
れ
る

地
域
で

あ
る
が、

か
つ

て

は

葛
野

郡
梅
小
路

村

で
、

古
く
は

西
市
・

西

寺
に

隣
接
し、

平
清
盛
が
屋

敷
を

構
え
た
地
で

も

あ
る

。

ま
た
戦
国

時
代
は

梅
小
路
城
が
存
在
し
た
と
さ
れ
る

。

江

戸
時
代

に

な

り、

徳
川
幕

府
の

庇
護
に

よ
り、

旧
梅
小
路
城
の

跡
の
一

部
に

（
安

倍
晴
明
の

子

孫
で

あ
る
）

土

御
門
家
が
屋
敷
と
天

文
台
を

構
え

、

暦
学
・

天

文
の
一

拠

点
と
し

て

学
習
・

調
査
・

研

究
が

行
わ
れ

る

よ

う
に

な
っ

た
。

と

同
時
に

土

御
門

家
の

菩
提
寺
も
中

興
さ
れ

、

そ
こ

に

は

識
見
あ
る

僧
が

止

住
し
た

。

な
お
、

土

御
門

家
と
梅
小
路
の

天

文
台
の

遺
構
は

今
日

で

も
一

部

現
存
し
て

お

り、
「

陰
陽
道
・

陰
陽
師
ブ

ー

ム
」

等
を
通
じ
て

様
々

な
メ

デ

ィ

ア

で

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

い

る
。

　
し

か

し
、

土

御
門
家
の

屋
敷
群
以
外
は
セ

リ

を

中
心
に

し

た

近

郊
型
の

農
村
集
落
で

あ
り、

近

年
ま
で

付
近
で

セ

リ

が

栽
培
さ
れ

て

い

た
。

そ
れ

ゆ
え
、

農
耕
の

行
事
で

あ
る
「

じ

じ

ば
い

講
」

も
行
わ

れ
て

い

た
。

ま
た
、

明
治
以
降
梅
小
路
機
関
区
や
工

場
の

設
置
が

見
ら

れ
、

さ
ら

に

近

年
で

は

集
合
住
宅
が

増
大
し
つ

つ

あ
る

。

　
こ

の

よ

う
に
当
時
の

最
先
端
で

あ
っ

た

科
学
・

技
術
と

陰
陽
道
と

郊
外

型
の

農
村
地
帯
と
が
混
ざ
り
合
い
、

か
つ

メ

デ
ィ

ア

で

取
り
上

げ
ら
れ
て

い

る

地

で

宗
教
（

知
識
）

教
育
を
行
う
こ

と
。

「

陰
陽
師
・

陰
陽
道
ブ

ー

ム
」

「

オ

コ

ナ
イ
」

「

平

清
盛
」

こ

の

三

点
を

通
じ

て

特
定
の

宗
教
知
識
だ
け
で

な

い

相
互
理

解
に

繋
が
る
宗
教
知
識
教
育
が

可
能
で

は

な
い

か
と

考
え
た

次
第
で

あ
る

。

　
二

　

地
域
の

現
状
か
ら

以
下
の

長
所
が

挙
げ
ら
れ
る

。

　

1

他
の

信
仰
の

存
在
と
近
隣
の

視
野
に

よ
り

、

愛
宗
護
法
の

精
神
か

ら

発
さ
れ
る
（
個
々

の

寺
社
に

立
脚
す
る

所
属
教

団
の

教
学
に
基
づ

く
）

、

解
釈
が

弱
ま
る

こ

と
が

出
来
る
の

で

は

な
い

か
。

と

同
時
に
、

教
育
（

学

問）

と

布
教
活
動
（

信
仰）

の

混
同
が

避

け
ら
れ
る

こ

と
。

　

2
　
地

域
を

通
じ
て

宗
教

知
識
を
伝
え
る

こ

と
に

よ

り、

神
仏
と

科
学

技
術
・

他
の

学
問
分
野
に

関
し
て

重
層
的
な
理

解
が

可
能
に
な
る
の

で

は

な
い

か
。

こ

の

背
景
に

は

科
学
と
宗
教
を

同
一

次
元
で

話
す
こ

と

に

対
す

る

カ

テ

ゴ

リ
ー

エ

ラ

ー

が

あ
る

。

宗
教

性
と

宗
教

知
識
は
「

可
能
な

限

り
」

分
け
て

考
察
す
る

べ

き
で

あ
り

、

そ
れ

ら
を

混
同
し
て

い

る
よ
う
に

考
え
ざ
る

を

得
な
い

。

　

ま
た

短
所
と

し
て

以

下

の

も
の

が

挙
げ
ら

れ

る
。

　

1
　
宗
教
知
識
と
宗
教
性
が

混
同
し

か

ね
な
い

た

め
、

現
行
法
上
公
立

の

小
・

中
学
校
に
お
け
る

教
育
と
し

て

適
切
な

題
材
と

な
り

う
る

の

か
。

ま
た

高
校
生
・

大
学
生
・

社
会
人
に

対
し
て

は

ど

う
だ

ろ

う
か

。

　

2
　
地
域
の

協
力
体
制
が

充
分
に

出

来
る

の

か
。

現
実
と
し

て

地
域
的

な

関
心
は

十
分
と

は
言
い

に

く
い

。

　

3
　
複
数
の

宗
教
が
重
な
る

た

め
、

受
け
手
に

宗
教
知
識
の

理

解
が
か

え
っ

て

困
難
に

な
る

の

で

は

な

い

か
。
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4

　

宗
教
の

本
質
に

つ

い

て

特
宀

疋

の

教
義
を
重
ね
合
わ

せ
た
上
で

伝
え

る

べ

き
か
、

そ
れ

と
も
教

義
の

特
徴
を
可
能
な
限
り
差
し
引
き、

客
観
的

に

伝
え
る

べ

き
か

。

あ
る

い

は

融
合
し
て

伝
え
る
べ

き
か

。

　
こ

れ
ら
を

、

図
と
し

て

資
料
展

開
し

た
（
図
に

関
し
て

は

省
略）

。

ま

た、

現

在
も
行
わ
れ
て

い

る

の

で
、

結
論
の

代
わ
り
に

メ

デ
ィ

ア
・

他
の

教

育
（
研
究）

機
関
と

の

連
携
に

つ

い

て

も

若
干
触
れ

た

次
第
で

あ
る

。

宗
教
的
問
い

「

何
」

・
「

何
事
」

考

　
　
　

宗
教
教
育
方
法
の

デ
ザ
イ

ン

ー

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

小
山
　
「

乘

　
一
　

疑
問
詞
「

何
」

は

研
究
の

母
と

い

う
。

本
稿
の

目

的
は

、

（

一
）

拙

前
稿
「

何
・

不
可
思

議
・

何

事
・

畏
敬
の

念
　
　
宗
教
教

育
批

判
論
議
の

思
考
方
法
批
判
」

（
日
本
仏
教

教
育
学
研
究、

七
、

平
成
一
一

年）

で

取
り

扱
っ

た
「

宗
教
的
問
い

「

何

事
」

考
」

で

の

疑
問
詞
「

何
」

の

姿
態
を

再

考
し

、

（
二
）

数
の

単
位
の

、

一

…

億
・

兆
…

恒
河
沙
…

不
可
思

議
、

無
量

大
数
（
吉
田
光
由
『

塵
劫

記
』

）

に

人
知
の

限
界
的
表
現
を
看
取
し

、

（

三
）

小
学

校
の

道
徳
の

「

内
容
」

中
の

用
語
「

不
思
議
」

（
中
学
年
V

、

「

人
間
の

力
を
超
え
た

」

（

高
学
年
）

等
の

教

育
方
法
の

デ

ザ
イ
ン

（
走
路）

構
想
の

「

原、

み
な
も
と
」

を

得
る

に

あ
る

。

不
思
議

認
識
へ

連
関
す
る

疑
問
詞

「

何
」

の

げ
Φ

話
8
巴．

な

発
達
・

地

域
分

布
研
究
に

は
、

堀
七
蔵

『

児
童

生

徒
の

疑
問
の

調
査
研
究
』

（
福
村
書
店、

一

九
六
三

年）

が
詳
し
い

。

　
二

　
疑
問
詞
「

何
」

は
、

文
字
学
的
に

は
、

【

［
字
訓
］

に

な

う
・

な

に
・

い

ず
く

。

「

甲
骨

魂
」 、

「

『

説

文
』

、

聰
」

。

「

金

文

病
を

。

金

文
に

洌
に

作
る

形
が

あ
り、

顧
み

て

誰
何
（

す
い

か
）

す
る
形

。

」

】

（

白
川

静

『

字

通
』

）

と
み

え
る

。

【

「

誰

何
」

と
は

「

「

誰
か
」

と

声
を
か

け
て

名
を

問
い

た
だ

す
こ

と
。

呼
び
と
が
め

る

こ

と
。

】

（

『

広

辞
苑
』

）

と
み

え
る
。

「

字
」

の

命
名
を

受
け
た

人
の

子
が、

あ
る

時
空
で、

と
に

か
く
【
何
も

の

か

が

そ
こ

に

い

る

（

ω

o

ヨ
卑
巨
⇒
騎

号
霞
 

ご

と
い

え
る

よ

う
な

何
ら

か
の

知

覚
を
生
起
し

、

い

か
な
る

得
体
で

あ
る

か
を

問
う
姿
態
が

「

何
」

で

あ
り、

定
義
不
能

事
態
は

適
応
機
制
に

も

波
及
す
る

。

　
三

　
「

何
の

木
の

花
と
は

し
ら

ず
匂
い

か

な
」

（
芭

蕉）

を
引

く
。

こ

の

「

何
」

の

生
起

文
脈
は

複

雑
で

根
深
い

。

半
僧
半

俗
姿
の

過
客
の

芭
蕉
の

「

何
」

は
西
行
の

「

何
事
」

と

共
感
し、

神
仏
の

習
合
を

奇
し
く

も
問
う

「

何
」

で

あ
る

。

西
行

没
後
五

百
年
目
の

『

笈
の

小

文
』

の

旅
の

芭
蕉
は

、

西
行
へ

の

追

慕
の

念

篤
く、
【
「

西
上
人
の

な
み

だ
の

あ
と
を

し
た
ひ
」 、

か
つ
、

「

世

人
が
伝
え
る

そ
の

和

歌
に

こ

も
る

衆
生
の

切
な
い

心

根
を

汲

ん

で
、

み

ご

と
な

句
作
を

示
し

た
」】

（
岡
野
弘
彦
『

日
本
の

古
社
　
伊
勢

神
宮
』

平
成
一

五

年
、

淡
交

社
）

。

朝
熊
岳
・

金
剛
證
寺
を
想
起

す
る

。

　
四

　
世
人
が

伝
え

る
西

行
の

作
と

さ
れ

る
歌
を

引
く

。

「

道
中
伊

勢
音

頭
（
敬
神
の

歌
ご
（
畑

嘉
聞

作
）

に

西
行
の

歌
が

編
み

込

ま
れ

て

い

る

こ

と
に

は
】

顧
し
て

お
き
た
い

。

　
　

何
事
の

お
は
し
ま

す
か
は

（
を
ば）

し
ら
ね
ど
も

　
　

　
か
た

じ
け
な
さ
に

（
の
）

な
み

だ
こ

ぼ

る

る

　
西

行
研
究
者
（
坂
囗

博
規、

元

駒
澤
大
学
教
授
V

に

よ
れ
ば

、

作
者

論

議
の

余
地
な
し
と

し
な
い

。

今
は
、

世
人
が
伝
え
る
こ

の

歌
の

宗

教
的
疑

問
態
「

何
事
」

措
定
に
至
る

脳
の

生

理
過
程
・

軌
跡
を
仮

説
的
に

素
描
し

て

み
た
い

。

思
考
実
験
に

よ

る

「

oo

霞
ω
Φ

・

走
路
」

の

架
設
で

あ
る

。

　
素

朴
で

純
粋
で

個
人

的
な

問
い

の

「

何
（

薯

冨
一）
」

が

生

起
す
る

。

得

体
を

定
義
す
る

こ

と

が
不
可
能
と

い

う
事
態
に

直
面
す
る

。

そ
れ
で

も
と

に

か

く
「

或
る

何
だ
か
」

の

存
在
を

感
じ
る

の

は

禁
じ

得
な
い

。

「

注
意
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